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研究要旨 

 TSH分泌異常症(TSH分泌亢進症・TSH分泌低下症)についてTSH分泌亢進症の3つのCQ、TSH分泌低下症の2つの

CQに対してシステマティックレビューを行い、CQに対する推奨文および解説文を作成した。推奨の強さにつ

いては研究者全員の投票により決定した。また、難病プラットフォームの雛形を用いて作成したTSH分泌異常

症のレジストリに患者登録を行った。 

 

A. 研究目的 

TSH分泌異常症(TSH分泌亢進症・TSH分泌低下症)の

診療に資する診断ガイドラインおよび疾患レジス

トリを策定する。 

 

B. 研究方法 

TSH分泌異常症(TSH分泌亢進症・TSH分泌低下症)の

Clinical Question(CQ)に対して、システマティッ

クレビューを行い、推奨文および解説文を作成し

た。また、難病プラットフォームの雛形を用いて

作成したTSH分泌異常症のレジストリに患者登録を

行った。 

（倫理面への配慮） 

特記すべき事項なし 

 

C. 研究結果 

 TSH分泌異常症について下垂体性TSH分泌亢進症

に関して3つ、下垂体性TSH分泌低下症に関しては2

つのCQに対する推奨文および解説文を作成した。

また、作成したTSH分泌異常症のレジストリに患者

登録を行った。 

 

D. 考察 

TSH分泌異常症の診療ガイドラインの改定に資する

CQに対する推奨文および解説文を作成することが

できた。また、新たなエビデンス創出につながる

疾患レジストリの拡張に向け、患者登録を行うこ

とができた。 
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E. 結論 

下垂体性TSH分泌異常症のCQに対する推奨文および

解説文を作成するとともに、疾患レジストリへの

患者登録を行った。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  該当なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

  該当なし 

 2. 実用新案登録 

 該当なし 

 3.その他 

該当なし 

 


